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本研究では，Underwater Sensor Network において
効率のよい通信を行うことを目的とするため，
AODV をベースとしたオンデマンドルーティング方









いく．図 1 のようにノード C が次のホップ先である
ノード D にデータパケットを転送しようとする際，
隣接するノードの中で，隣接ノードの情報を持つノ
ード B、ノード F とノード G は，送信されたデータ





図 3 のようにノード D からのデータパケットを受
信しなかった場合，ノード B、ノード F とノード G
は経路が切断されていると判断し，保持していたデ





















図 2 データパケットの破棄 
3. シミュレーション実験 
 本研究では、提案手法の有効性を評価するために、
ns-2[5] によ る シミ ュレ ー シ ョン を 行った 。
Underwater 環境でのシミュレーションを行うため、
















いるためである。そのため、MAC 層での ACK を
OFF にした状態でシミュレーションを再度行った。
図 5 ではパケット到着率が、図 6 ではエンド間遅延
がそれぞれ既存手法に比べて改善がみられた。 
４. まとめ 









































































図 5 シミュレーション結果（エンド間遅延） 
 
表 1 シミュレーションパラメータ 
シミュレーション時間 500 [sec] 
ノード数 25 [nodes] 
シミュレーション範囲 3000×3000 [m] 
ノードの通信可能範囲 500 [m] 
ノードの移動モデル Random Waypoint 
ノードの最高移動速度 0～5 [m/s]まで 0.25[m/s]刻
み 
MACプロトコル IEEE 802.11 (RTS/CTS 
OFF) 
MAC層での ACK返答 ON, OFF 
ルーティングプロトコル AODV, AODV-BR, 提案手法 
トランスポートプロトコル UDP 
通信レート 150 [kbps] 
パケットサイズ 256 [byte] 












































































図 5 ACKOFF での結果（エンド間遅延） 
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